
●図面名

●図面番号

●縮尺
一級建築士大臣登録　第90948号　鎌田　好康

創 和 建 築 設 計
一 級 建 築 士 事 務 所

徳島市国府町花園76-3

Tel：088-642-5062

Fax：088-642-4257

●工事名

徳島県知事登録　　　第61073号　　　　　　

徳 島 県 企 業 局

番号 破損状況

改修

方法

凡例番号

改修

方法

番号 破損状況 凡例番号 番号 破損状況

改修

方法

凡例番号

現況破損状況現況破損状況現況破損状況

寸法(mm)　W×H 寸法(mm)　W×H 寸法(mm)　W×H 番号 破損状況

改修

方法

凡例番号

現況破損状況

寸法(mm)　W×H

改修

方法

番号 破損状況 凡例番号

現況破損状況

寸法(mm)　W×H

特 記 事 項

Ⅱ

泥 土 建 屋 展 開 図 ＡＤ Ｂ ＢＡ Ｃ

ＣＢ Ｄ ＤＣ Ａ
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壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上げそのまま
　　ｸﾗｯｸ等補修

▽ＦＬ ▽ＦＬ

▽ＦＬ ▽ＦＬ

鋼製建具：ｶﾊﾞｰ工法ｱﾙﾐ建具新設(3ヶ所)

壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上げそのまま
　　ｸﾗｯｸ等補修

鋼製建具：ｶﾊﾞｰ工法ｱﾙﾐ建具新設(3ヶ所)

壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上げそのまま
　　ｸﾗｯｸ等補修

鋼製建具：撤去工法ｱﾙﾐ建具新設(1ヶ所)

・鋼製建具（引違い窓）は3か所すべてカバー工法とする。
・鋼製建具（片引き戸）は正面入り口撤去工法とする。

※設備機器類は電気設備図参照とする。
・上記新設建具はアルミ製とする。（建具表参照）

壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上げそのまま
　　ｸﾗｯｸ等補修

鋼製建具：ｶﾊﾞｰ工法ｱﾙﾐ建具新設(3ヶ所)

地下点検口基礎

1/50

F

G

H

I

（500－0.1）　0.1～0.2㎜未満

欠損（浅い欠損30mm以下）

欠損（鉄筋露出部）

現況破損部分　状況凡例番号

改修概要

改修概要

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

ｸﾗｯｸ表記例

長さ(mm)-ｸﾗｯｸ巾(mm)

凡例

凡例番号 既設面 改修概要

A

B

C

D

E

A

（500－0.3）　0.2㎜以上1.0㎜以下

（500－1.2）　1.0㎜を超える

鉄筋防錆塗の上,充填工法：エポキシ樹脂モルタル充填＋ケイ砂

充填工法：ポリマーセメントモルタル充填

充填工法：エポキシ樹脂モルタル充填

Ｕカットシ－ル材充填工法：2成分系ポリウレタン系シーリング＋ポリマーセメントモルタル

樹脂注入工法：自動低圧エポキシ樹脂注入工法

シール工法：パテ状エポキシ樹脂＋ケイ砂

工事概要

補修済み部

外壁：型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放仕上げ

軒先：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放仕上げ

竪樋：塩ビ製竪樋

軒裏：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放仕上げ

屋根：防水ﾓﾙﾀﾙ仕上げ（既存防水層は不明）

内壁：型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放仕上げ

天井：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放仕上げ

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放仕上げ

内部基礎：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放仕上げ

水洗い工法・下地面(ひび割れ,欠損）改修

水洗い工法・下地面(ひび割れ,欠損）改修

水洗い工法・下地面(ひび割れ,欠損）改修

既存のまま

水洗い工法

水洗い工法・下地面(ひび割れ,欠損）改修

下地面(ひび割れ,欠損）改修

水洗い工法・下地面(ひび割れ,欠損）改修

既存のまま

※ヘアクラックは数量に含まないものとする。

A1

A2

A1

A2

欠損（浅い欠損）

欠損（浅い欠損）

250*250

250*250 Ⅱ

Ａ

※施工前に外壁改修部分の数量調査をすること。

 … 展開方向を示す

B1

B2

B3

B4

B5

C1 C2

700-0.3

1050-0.3

600-0.3

550-0.3

D1
D2

欠損（浅い欠損） 250*250 Ⅱ

Ⅱ欠損（浅い欠損）

欠損（浅い欠損） Ⅱ

Ⅱ欠損（浅い欠損）

B1

B2

B3

B4

B5

C1

C2

D1

D2

補修済み部

補修済み部

Ⅲ

Ⅲ

Ⅰ欠損（鉄筋露出） 欠損（鉄筋露出）

欠損（鉄筋露出）

Ⅰ

Ⅰ

200*200

250*200

300*200

400*400

120*950

120*950

150*500

100*250

F

F

F
F

I I

I

A-12

泥土池建屋　展開図

Ｒ３企工　吉野川北岸工業用水道
排泥弁室浸水対策他工事



符号 形式

場所

材　質

仕　上

塗　装

見込 ガラス

付属金物

備　考

数量

姿　図

既設建具

符号 形式

場所

材　質

仕　上

塗　装

見込 ガラス

付属金物

備　考

数量

姿　図

撤去

符号 形式

場所

材　質

仕　上

塗　装

見込 ガラス

付属金物

備　考

数量

姿　図

新設建具

新設建具

機械室１～機械室４

７０

●図面名

●図面番号

●縮尺
一級建築士大臣登録　第90948号　鎌田　好康

創 和 建 築 設 計
一 級 建 築 士 事 務 所

徳島市国府町花園76-3

Tel：088-642-5062

Fax：088-642-4257

●工事名

徳島県知事登録　　　第61073号　　　　　　

徳 島 県 企 業 局

建具表

―

７０

ＳＤ－１

１

スチール

ＳＯＰ

付属金物一式、取手、丁番

上アルミ板1.5㎜、下鉄板2㎜

ｱﾙﾐ

鉄板

780

1
,7
8
0

―

スチール

ＳＯＰ

ＳＷ－１

７０ 網入り6.8㎜

付属金物一式、クレセント

３

1,200

1
,
1
0
0

―

スチール

ＳＯＰ

―

スチール

ＳＯＰ

７０

ＳＧ－１ ＳＧ－２

1,200

4
0
0

ガラリ

750

5
3
7 3
7

2
00

30
0

750

5
3
7 3
7

2
00

30
0

鋼製屋根 鋼製屋根

4方鉄板 4方鉄板

２

4方ｶﾞﾗﾘ 4方ｶﾞﾗﾘ

ガラリ、鋼製切妻屋根、鋼製棟、4方鉄板、水切り

×２面 ×２面

１

７０

―

７０

１

780

1
,
7
8
0

―

７０

付属金物一式、クレセント

３

― ―

1,200

4
0
0

２１

  

詳細図に記載 

詳細図に記載 

詳細図に記載

付属金物一式

― ―

ＳＷ－２

４

※実測による

  

詳細図に記載 

詳細図に記載 

詳細図に記載

付属金物一式

― ―

ＳＷ－２

  

脱着式防水板

詳細図に記載 

詳細図に記載 

詳細図に記載

付属金物一式

― ―

ＳＷ－２脱着式防水板（片側壁固定）

１ポンプ基礎機械室５・機械室６ ２

施工前に必ず採寸すること

1/50

泥土建屋泥土建屋泥土建屋泥土建屋

泥土建屋 泥土建屋 泥土建屋 泥土建屋

900

750

新設枠共

ＡＷ－１ ＡＧ－１

9
5
0

アルミ

新設（ｶﾊﾞｰ工法）

1,100

脱着式防水板（両側壁固定）

防水幅1,645

既設建物壁の取り合いに注意して施工すること 既設建具の取り合いに注意して施工すること

△
壁

面

6
2
0

20

▽
壁

面

6
0
0

50 50 ｼｰﾙ幅ｼｰﾙ幅

7
5
0

7
7
0

20

防水幅1,100

1,210

5555

防
水
高

防
水
高

6
0

9
6
0

9
0
0

50

1,510

50防水幅1,045

5
0

ＡＤ－１

※全て撤去（撤去工法　周辺部品も撤去すること）

ＤＣ

アルミ

付属金物一式、丁番、レバーハンドル錠、ドアチェック

アルミ

網入り型ｶﾞﾗｽ6.8㎜

― ― ― ―

―

新設（取付アンカー含む）

アルミ

全て撤去枠共（撤去工法）全て撤去枠共（撤去工法） 枠を残し撤去（カバー工法）

新設枠共

A-13

ＡＧ－２片開きフラッシュ戸

引違い窓（カバー工法）片開き戸（撤去工法）

引違い窓（カバー工法） アルミ製ガラリ

スチール製ガラリ（撤去工法）

ガラリ、ステンレス防虫網 アルミ製ガラリ、水切り、ポリカーボネート（乳白色・ドーム）

ドーム

※詳細は「部分詳細図１」を参照

スチール製ガラリ（撤去工法）（ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ）

スチール製ガラリ（ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ）

Ｒ３企工　吉野川北岸工業用水道
排泥弁室浸水対策他工事
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●工事名

徳島県知事登録　　　第61073号　　　　　　

徳 島 県 企 業 局

サントップドーム

（角型）

アルミガラリ 

アルミベースｔ=2.0

Ｈ

３
１
２

５
５

１５

▽
中
心
線

□Ｗ  ベース外径

□Ｓ  内径寸法（ベンチレーター）

□Ｊ　既存躯体寸法７５ １５０

□Ａ ドーム寸法

あと施工アンカー(接着系)D10＠600

あと施工アンカー(接着系)D10＠200

既存躯体厚150
立上り：型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ(ふかし壁)厚75

防水モルタル塗り

…シリコンシーリングを示す

※サントップドームを取り外すときはネジを外してから取り外すこと

1,070

600

1,
0
7
0

6
0
0

ベンチレーター取付用アンカー

Ｓ

ベンチレーター　寸法表 単位ｍｍ

Ａ Ｗ Ｊ Ｈ

８００ １１７０ ７５０ ２５０９００

ベンチレーター　仕様

ドーム：ＡＣ （アクリル乳半色）

ドーム：ＰＣ （ポリカーボネート 乳半色）

ドーム：ＦＲＰ （乳半色）

ベース枠：アルミｔ＝２．０（アルマイト処理）

ルーバー：アルミｔ＝１．５（アルマイト処理）

ボルト：ステンレス製

※仕上げグレーチングと受金物は溶接とする

▽泥土水面（高さ不規則）

床仕上げ：鋼製600*4000ｔ=4.5亜鉛メッキ処理

あと施工アンカー(接着系)M12＠600

六角ボルトM12＠600

立上り仕上げ：鋼製600*4000ｔ=4.5亜鉛メッキ処理 L-6*65*65亜鉛メッキ処理

L-6*65*65＠600亜鉛メッキ処理L-6*65*65＠600亜鉛メッキ処理

L-6*65*65亜鉛メッキ処理×２

接合部溶接

L-6*65*65＠600亜鉛メッキ処理

2
0
0

600

5
0

1
5
0

1
00

泥 土 池 足 場 　 断 面 詳 細 図 　 S = 1 / 2 0

▽ＧＬ

泥 土 池 　 改 修 平 面 図 　 S = 1 / 5 0

改修前 改修後

泥 土 池 　 撤 去 平 面 図 　 S = 1 / 5 0

泥土池

既存グレーチング：鋼製600*2250撤去処分
　　　　　　　　　受金物・立上り部分共

150 4,000 150

2,250

1
5
0

6
0
0

泥土池

150 4,000 150

放
流

放
流

立上り部分に配管穴が必要
施工時に調整すること

床部分に配管穴が必要
施工時に調整すること

放流

既存塩ビ管

既存鋼管

新設受金物：鋼製L-6*65*65亜鉛メッキ処理

1/10 1/20 1/50

A-14

ＡＧ－２　ベンチレーター型トップライト　正面図・断面図　S=1/10 Ａ Ｇ － ２ 　 ア ン カ ー 位 置 図 　 S= 1 / 2 0

ＡＧ－２

ＡＧ－２

あと施工アンカー(接着系)M12＠600

L-6*65*65亜鉛メッキ処理

1
5
0

200 600 600 600 600 600 600 200
あと施工アンカー位置

配管から放流されているが
配管穴は必要ない

既存塩ビ管

部分詳細図１

※ﾍﾞﾝﾁﾚｰﾀｰ基礎のあと施工ｱﾝｶｰはD10（SD295A）とし、ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ架台のあと施工ｱﾝｶｰはM12（SS400）とする。

埋込深さ6ｄ以上

埋込深さ6ｄ以上

※ＸＧグレーチング型エキスパンドメタル JIS G 3351
新設グレーチング：鋼製600*4000ｔ=4.5亜鉛メッキ処理

2
4
0

▽屋根ＦＬ

Ｒ３企工　吉野川北岸工業用水道
排泥弁室浸水対策他工事



●図面名

●図面番号

●縮尺
一級建築士大臣登録　第90948号　鎌田　好康

創 和 建 築 設 計
一 級 建 築 士 事 務 所

徳島市国府町花園76-3

Tel：088-642-5062

Fax：088-642-4257

●工事名

徳島県知事登録　　　第61073号　　　　　　

徳 島 県 企 業 局

1
,
8
10

1
6
5

1
,
4
80

1
6
5

側溝 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

3
0
0

61
0

1,610

▽
基
礎
天

300 300

600

配電盤

マス

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装
配電盤

マス

170

ポンプ

既存

そのまま

ポンプ

既存

そのまま

既存鋼製屋根柱：仮撤去(再利用)4ヶ所共

斜線部分：仕上げﾓﾙﾀﾙ撤去範囲

斜線部分：仕上げﾓﾙﾀﾙ撤去範囲

既存鋼製屋根：仮撤去(再利用)

既存鋼製柱：仮撤去(再利用)

既存配電盤：そのまま

50

1
,
8
10

1
6
5

1
,
4
80

1
6
5

6
00

3
0
0

3
0
0

▽ＧＬ

▽基礎天

9
0
0

▽
基

礎
天

▽
新

設
基
礎
天

6001,050

300 300

配電盤

マス

170

▽
Ｇ
Ｌ

▽
Ｇ
Ｌ

3
0
0

61
0

1,610

マス

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装
配電盤

側溝

ポンプ

既存

そのまま

ポンプ

既存

そのまま

ポンプ

既存

そのまま

50

50

280 620 285

165 1601,185

1,510

側溝

蓋

6
00

3
0
0

3
0
0

▽ＧＬ

▽基礎天

280 620 285

165 1601,185

1,510

ポンプ

既存

そのまま

既存鋼製屋根：仮撤去(再利用)

側溝

蓋

斜線部分：仕上げﾓﾙﾀﾙ撤去範囲

5
0

※打ち繋ぎ面は目あらし処理とする

斜線部分：増し打ち型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放仕上げ

既存屋根柱脚部分：全ﾈｼﾞﾎﾞﾙﾄ2-M10(4ケ所)
※全ﾈｼﾞﾎﾞﾙﾄはｽﾃﾝﾚｽSUS304とする。ﾅｯﾄも同様

既存配管類：周囲養生
4本共

既存配管周囲：無収縮ﾓﾙﾀﾙ圧入(ｸﾞﾗｳﾄ材)
4本共

この方面に防水板を設置する

1
23

2
0
0

2
0
0

2
0
0

2
0
0

2
0
0

2
0
0

2
00

1
2
3

打ち繋ぎ部分：あと施工ｱﾝｶｰM10＠200
埋込深さ8ｄ(接着系ｱﾝｶｰ)

D10＠200ﾀﾃﾖｺ

溶接

4本共
既存配管周囲：無収縮ﾓﾙﾀﾙ圧入(ｸﾞﾗｳﾄ材)

※既存鋼製屋根を再取付する際の全ﾈｼﾞﾎﾞﾙﾄ（図中表記はM10）は施工前に既存柱脚ﾌﾟﾚｰﾄの穴径を確認してから施工すること。

既存鉄板屋根：再取付

全ﾈｼﾞﾎﾞﾙﾄ2-M10(4ケ所)

改 修 前 改 修 後

部分詳細図２

A-15

1/10 1/30

ポ ン プ 基 礎 　 平 面 図 ・ 断 面 図 ・ 正 面 図 （ 改 修 前 ） 　 S=1 / 3 0 ポ ン プ 基 礎 　 平 面 図 ・ 断 面 図 ・ 正 面 図 （ 改 修 後 ） 　 S=1 / 3 0

正 面 図

平 面 図

断 面 図

正 面 図

断 面 図

平 面 図

165

(160)

8
ｄ

以
上

埋
込

深
さ

既存屋根柱脚部分：全ﾈｼﾞﾎﾞﾙﾄ2-M10(4ケ所)

全ﾈｼﾞﾎﾞﾙﾄ2-M10(4ケ所)

既存鋼製柱：仮撤去(再利用)

既存鋼製柱：再利用

※全ﾈｼﾞﾎﾞﾙﾄはｽﾃﾝﾚｽSUS304とする。ﾅｯﾄも同様

※全ﾈｼﾞﾎﾞﾙﾄはｽﾃﾝﾚｽSUS304とする。ﾅｯﾄも同様

斜線部分：増し打ち型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放仕上げ
D10＠200ﾀﾃﾖｺ

ポ ン プ 基 礎 増 し 打ち ｺﾝｸﾘｰﾄ上 部 　 断 面 詳細 図 　 S=1/10 ポンプ基礎増し打ちｺﾝｸﾘｰﾄ打ち繋ぎ部分　断面詳細図　S=1/10

165

(160)

増し打ち型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放仕上げ

増し打ち型枠ｺﾝｸﾘｰﾄ打放仕上げ
D10＠200ﾀﾃﾖｺ

D10＠200ﾀﾃﾖｺ

(接着系)
接合部溶接

打ち繋ぎ目地□15ｼﾘｺﾝｺｰｷﾝｸﾞ(全周)

打ち繋ぎ目地□15ｼﾘｺﾝｺｰｷﾝｸﾞ(全周)

打ち繋ぎ目地□15ｼﾘｺﾝｺｰｷﾝｸﾞ(全周)

8
ｄ

埋
込

深
さ

5
0

1
5

増
し
打

ち
ｺﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
基

礎
既

存
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘｰ
ﾄ
基

礎

あと施工ｱﾝｶｰD10＠200

異形棒鋼

※あと施工ｱﾝｶｰはD10の異形棒鋼（SD295A）とし、ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄは全ﾈｼﾞﾎﾞﾙﾄM10（SS400）とすること。

※埋込ﾎﾞﾙﾄはｻﾝﾀﾞ-で撤去・処分とする

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

235 235

※「防水板詳細図３」を参照

既存基礎：仕上げ防水ﾓﾙﾀﾙ補修(斜線部分)

斜線部分：既存躯体防水ﾓﾙﾀﾙ塗り補修

斜線部分：既存躯体防水ﾓﾙﾀﾙ塗り補修

Ｒ３企工　吉野川北岸工業用水道
排泥弁室浸水対策他工事



有効埋込深さ

●図面名

●図面番号

●縮尺
一級建築士大臣登録　第90948号　鎌田　好康

創 和 建 築 設 計
一 級 建 築 士 事 務 所

徳島市国府町花園76-3

Tel：088-642-5062

Fax：088-642-4257

●工事名

徳島県知事登録　　　第61073号　　　　　　

徳 島 県 企 業 局

1/10 1/30

改 修 前 改 修 後

▽ＧＬ▽ＧＬ

1,500

8
0
0

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装面：撤去範囲

着水井基礎

ＧＬ+1100

ＧＬ±０
Ａｓ

8
07

▽ＧＬ+1100

1,
1
0
0

▽ＧＬ

▽ＧＬ+1100

着水井基礎天端着水井基礎天端

807 800

170 592 170

2
5
0 1
7
0

屋外階段Ｂ.ＰＬ・あと施工アンカー
取付位置　基礎立上り面目荒らし

屋外階段Ｂ.ＰＬ・あと施工アンカー
取付位置　基礎立上り面目荒らし

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装面：撤去範囲

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装面：撤去範囲

8
07

8
0
0

12 750 12

踏み幅

2
2

1
,
2
5
0

2
50

2
5
0

2
5
0

2
5
0

2
5
0

170 592 170

25
0

▽ＧＬ+1100

▽ＧＬ

2
5
0

基礎立上りとB.PLのすき間は

350

1
5
0

2
0
0

2
00

2
0
0

2
0
0

1
5
0

1,
1
0
0

3
2
02
0
0

12
0

270 492 270

1,
1
0
0

3
2
0

1
5
0

9
50

2
0
0

2
0
0

2
00

2
0
0

1
5
0

着水井基礎天端着水井基礎天端
▽ＧＬ+1100

手摺笠木：FB-9*50亜鉛メッキ処理

手摺笠木：FB-9*50亜鉛メッキ処理

手摺支柱：FB-9*50亜鉛メッキ処理

手摺子：FB-6*50亜鉛メッキ処理

8
0
0

ササラ桁：鋼板ｔ=12.0亜鉛メッキ処理

踏板：チェカープレートｔ=6.0亜鉛メッキ処理
受金物：L-40*40*5隅肉溶接

現場打ちｺﾝｸﾘｰﾄ基礎
再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝｔ=120

現場打ちｺﾝｸﾘｰﾄ基礎
再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝｔ=120

Ｂ.ＰＬ－16.0　170*250

▽着水井基礎天

Ｂ.ＰＬ－16.0　170*250
A.BOLT：4-M16

踏板：チェカープレートｔ=6.0
　　　亜鉛メッキ処理

170 592 170

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装補修範囲

屋外階段１　詳細図

屋 外 階 段 １ 　 断 面 詳 細 図 １ 　 S = 1 / 1 0

屋外階段１　平面図・断面図・正面図（改修前）　 S=1/30 屋外階段１　平面図・断面図・正面図（改修後）　 S=1/30

平 面 図

断 面 図
正 面 図 正 面 図

断 面 図

平 面 図

157

16 141

1
5
0

25
0

2
5
0

6
0

1
3
0

6
0

8ｄ以上

45

40 170 40

4
0

踏面=250

Ｂ.ＰＬ-16.0
170*250

ササラ桁：鋼板ｔ=12.0亜鉛メッキ処理

踏板：チェッカープレートｔ=6.0亜鉛メッキ処理

受金物：L-40*40*5亜鉛メッキ処理
　　　周囲隅肉溶接

　　　端部隅肉溶接

ダブルナット
あと施工アンカー接着系4-M16

基礎立上りとB.PLのすき間は

手摺支柱：FB-9*50亜鉛メッキ処理
　　　　　隅肉溶接

手摺子：FB-6*50亜鉛メッキ処理
　　　　隅肉溶接

屋 外 階 段 １ 　 断 面 詳 細 図 ２ 　 S = 1 / 1 0

60 130 60

350

3
2
0

2
00

1
2
0

5
0

1
5
0

25
0

踏板：チェッカープレートｔ=6.0亜鉛メッキ処理

受金物：L-40*40*5亜鉛メッキ処理
　　　周囲隅肉溶接

　　　端部隅肉溶接

ササラ桁：鋼板ｔ=12.0亜鉛メッキ処理

60250

45

8
ｄ
以
上

有
効

埋
込

深
さ

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装ｔ=50（補修）
再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝｔ=150

Ｂ.ＰＬ－16.0　170*250

A.BOLT：4-M16

手摺支柱：FB-9*50亜鉛メッキ処理
　　　　　隅肉溶接

現場打ちｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝｔ=120

▽着井水基礎天

▽ＧＬ

1
5
0

コンクリート基礎：350*270

手摺笠木：FB-9*50亜鉛メッキ処理

※施工位置は管理者、現場監督員で協議したのち決定すること。

2
0
0

12
0

1,500

3
2
0

3
2
0

着水井基礎

ＧＬ+1100

A-16

あと施工アンカー接着系4-M16

※アンカーボルト、あと施工ｱﾝｶｰはステンレスSS400とすること

ｸﾞﾗｳﾄﾓﾙﾀﾙで埋める

ｸﾞﾗｳﾄﾓﾙﾀﾙで埋める

Ｒ３企工　吉野川北岸工業用水道
排泥弁室浸水対策他工事



●図面名

●図面番号

●縮尺
一級建築士大臣登録　第90948号　鎌田　好康

創 和 建 築 設 計
一 級 建 築 士 事 務 所

徳島市国府町花園76-3

Tel：088-642-5062

Fax：088-642-4257

●工事名

徳島県知事登録　　　第61073号　　　　　　

徳 島 県 企 業 局

750 510

235 320 195

15

75

140 180

9
0
9

1
0
9

8
0
0

2
9
0

5
1
0

1
7
0

3
4
0

▽ＧＬ

▽基礎天

▽レール高さ

側溝・蓋：W-510そのまま

510

既存レール：そのまま

既存レール：75*40そのまま

▽ＧＬ

750

235 320 195

140 180

860

360 500

110 250 250 250

コンクリート基礎
再生クラッシャラン

25
0

2
0
0

手摺笠木：FB-9*50亜鉛メッキ処理

ササラ桁：鋼板ｔ=12.0亜鉛メッキ処理

踏板：チェカープレートｔ=6.0亜鉛メッキ処理

30

レール鋼とのクリアランスは30㎜ほど空ける

手摺子：FB-6*50亜鉛メッキ処理

8
0
0

2
0
0

6
0
0

2
0
0

2
0
0

2
0
0

3
2
02
00

12
0

▽ＧＬ

▽既存基礎天

既存コの字型レール

受金物：L-40*40*5隅肉溶接

手摺支柱：FB-9*50亜鉛メッキ処理

2
0
0

8
0
0

▽基礎天

▽ＧＬ

2
0
0

2
0
0

2
0
0

6
0
0

270 492 270

3
2
02
00

12
0

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝｔ=120

2
0
0

2
0
～
3
0

接触しないように
クリアランスを設けること

6
0

8
0

60

ダブルナット

踏面=250

既存レール基礎：そのまま

ササラ桁：鋼板ｔ=12.0亜鉛メッキ処理

45

25
0

4
0

170 4040

踏板：チェッカープレートｔ=6.0亜鉛メッキ処理

受金物：L-40*40*5亜鉛メッキ処理
　　　周囲隅肉溶接

　　　端部隅肉溶接

120

既存レール：そのまま

手摺支柱：FB-9*50亜鉛メッキ処理
　　　　　隅肉溶接

▽基礎天GL+800

Ｂ.ＰＬ-16.0

600

1
,
60
0

Ａｓ ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装面：撤去範囲

既存側溝：そのまま

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装：撤去範囲
路盤：撤去範囲

既存レール：75*40そのまま

既存レール：そのまま

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装：撤去範囲
路盤：撤去範囲

1/10 1/30

屋外階段２　平面図・断面図・正面図（改修前）　 S=1/30 屋外階段２　平面図・断面図・正面図（改修後）　 S=1/30

改 修 前 改 修 後

平 面 図

断 面 図
正 面 図

断 面 図 正 面 図

350

平 面 図

コンクリート基礎：350*270

踏板：チェカープレートｔ=6.0
　　　亜鉛メッキ処理

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装補修範囲

手摺笠木：FB-9*50亜鉛メッキ処理

踏
み
幅

=
7
5
0

1
2

1
2

25
0

602506

6013060

2
00

5
0

1
5
0

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装ｔ=50（補修）
再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝｔ=150

2
00

1
2
0

再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝｔ=120

踏板：チェッカープレートｔ=6.0亜鉛メッキ処理

受金物：L-40*40*5亜鉛メッキ処理
　　　周囲隅肉溶接

　　　端部隅肉溶接

ササラ桁：鋼板ｔ=12.0亜鉛メッキ処理

45

現場打ちｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

現場打ちｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

Ｂ.ＰＬ－16.0　170*200

Ｂ.ＰＬ－16.0　170*250

Ｂ.ＰＬ－16.0　170*250

170*200

屋 外 階 段 ２ 　 断 面 詳 細 図 １ 　 S = 1 / 1 0 屋 外 階 段 ２ 　 断 面 詳 細 図 ２ 　 S = 1 / 1 0

屋外階段２　詳細図

※施工位置は管理者、現場監督員で協議したのち決定すること。

手摺笠木：FB-9*50亜鉛メッキ処理

600

3
2
0

1,600
3
2
0

▽No1沈殿池水面 ▽No1沈殿池水面

No1沈殿池
No1沈殿池

8ｄ以上

8
ｄ
以
上

有効埋込深さ

有
効

埋
込

深
さ

A-17

※アンカーボルト、あと施工ｱﾝｶｰはステンレスSS400とすること

あと施工アンカー接着系4-M16

あと施工アンカー接着系4-M16

A.BOLT：4-M16

A.BOLT：4-M16

Ｒ３企工　吉野川北岸工業用水道
排泥弁室浸水対策他工事



●図面名

●図面番号

●縮尺
一級建築士大臣登録　第90948号　鎌田　好康

創 和 建 築 設 計
一 級 建 築 士 事 務 所

徳島市国府町花園76-3

Tel：088-642-5062

Fax：088-642-4257

●工事名

徳島県知事登録　　　第61073号　　　　　　

徳 島 県 企 業 局

W=1645   /H=600　

No.3 機械室3

脱着式防水板

No.4　機械室4

脱着式防水板

W=1645   /H=600　

No.6　機械室6

脱着式防水板

W=1100  /H=750　

No.7　ポンプ

脱着式防水板　※常時設置

W=1045   /H=900

No.2　機械室2

脱着式防水板

W=1645   /H=600　

No.1　機械室1

脱着式防水板

W=1645   /H=600　

No.5　機械室5

脱着式防水板

W=1100   /H=750　

泥土処理棟
倉庫

倉庫

NO.1配水池

NO.2配水池

NO.1沈殿池

NO.2沈殿池

貯蔵庫
シックナー

倉庫倉庫

公舎

備蓄倉庫
AS

駐車場

配水ポンプ所

泥土池

屋外階段２

機械室４

ポンプ

ゲート
入口

進
入
口

工
事
用
車
両
進
入
口

進
入
口

泥土池建屋

泥土池足場

機械室５

機械室１機械室２

機械室６

機械室３

管理本部

防水板位置図 NON

A-18
Ｒ３企工　吉野川北岸工業用水道

排泥弁室浸水対策他工事



●図面名 ●縮尺
一級建築士大臣登録　第90948号　鎌田　好康

創 和 建 築 設 計
一 級 建 築 士 事 務 所

徳島市国府町花園76-3

Tel：088-642-5062

Fax：088-642-4257

●工事名

徳島県知事登録　　　第61073号　　　　　　

徳 島 県 企 業 局

改 修 図

防水板詳細図１（機械室１～機械室４） 1/20

解体範囲=W

60
70

47
0

97
0

245 1735 230

70

解
体
範
囲
=1
60

平 面 図 　 S = 1 / 2 0

機械室1

建築有効=W

解体範囲=1800

解
体
範
囲
=4
0

正 面 図 　 S = 1 / 2 0

GL+900床 GL+900

607070

断 面 図 　 S = 1 / 2 0

6070

70

500 50

550

枠
高
=6
20

20
防
水
高
=6
00

床
ピ
ッ
ト
=4
0

30
10

床ピット =160470

設置レベル
GL+900

設計水位
GL+1500

防水板枠芯

水圧

解体範囲=160470

解
体
範
囲
=4
0

断 面 図 　 S = 1 / 2 0

仕様

形式 脱着式防水板

主要材質

床レール SUS304-HL

締付方式

防水幅

締付ハンドルに依る締め付け

防水高 600 ｍｍ

なし排水

漏水量

収納場所に格納収納

1枚

数量寸法・重量表

パネル W1679×H630×D62　約20kg

部屋名 建築有効W

1800

1785

1795

1790

機械室1

機械室2

機械室3

機械室4

No.1

No.2

No.3

No.4

機械室1

水圧

建築有効=W
77. 5 防水幅=1645 77. 5

70

床ピット =W

枠外寸=1745

機械室1

建築有効=W
77. 5 防水幅=1645 77. 5

70

床ピット =W

枠外寸=1745
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締付ハンドル

建築有効=W
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30
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77. 5 防水幅=1645 77. 5

PW=1679
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防
水
高
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枠
高
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床
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ッ
ト
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床ピット =W

枠外寸=1745 (27. 5)( 27. 5)
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ッ
ト
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60 30
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( 27. 5) (27. 5)

55
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防水板枠芯50

55
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0
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防水板枠芯

60
70

97
0

47
0

10
0

床
ピ
ッ
ト
=1
60 30

30

50
50

( 27. 5)
SUS304-HL
床枠

(27. 5)

245 1735 230

正 面 図 　 S = 1 / 2 0

平 面 図 （ 設 置 時 ） 　 S=1 / 2 0

平 面 図 （ 通 常 時 ） 　 S= 1 / 2 0

枠：ステンレス、パネル：アルミ

0.02ｍ3／ｈ／ｍ2（工場出荷時）

1645 ｍｍ

現 状 図

●図面番号
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Ｒ３企工　吉野川北岸工業用水道
排泥弁室浸水対策他工事



●図面名 ●縮尺
一級建築士大臣登録　第90948号　鎌田　好康

創 和 建 築 設 計
一 級 建 築 士 事 務 所

徳島市国府町花園76-3

Tel：088-642-5062

Fax：088-642-4257

●工事名

徳島県知事登録　　　第61073号　　　　　　

徳 島 県 企 業 局

GL+900

仕様

GL+900

1553

平面図 S=1:10

345建築有効=W408

175 75 95
30 3153053325

15

1553

解
体
範
囲
=2
10 解
体
範
囲
=9
5

11
5

防水板詳細図２（機械室５・機械室６）

断 面 図 　 S = 1 / 2 0

173 解体範囲=1270 110

正 面 図 　 S = 1 / 2 0

解体範囲=210

解
体
範
囲
=4
0

15

解
体
範
囲
=4
0

70
14
0
90

30
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建
築
有
効
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00

既存スイッチ

建築有効=1270

解体範囲=115 1040 解体範囲=115

110173

水圧

345建築有効=W408
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防水幅=1100

15

258 195
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9725 148

17 17

PW=1134
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258 195防水幅=1100
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床ピット =210

機械室6

345建築有効=W408
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防水幅=1100
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3053 30

67 150

SUS304-HL
床枠97

25

30 30
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70
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0
90

30
0

11
5

防水板枠芯

既存スイッチ
H=1200

平 面 図 （ 通 常 時 ） 　 S=1 / 2 0

床ピット =1270 110173

枠外寸=1210

14
5

床
ピ
ッ
ト
=2
10

95

70
14
0
90

30
0

11
5

防水板枠芯

30 30

27

30
35
50

67 150

303053

機械室6

機械室6

平 面 図 （ 設 置 時 ） 　 S=1 / 2 0

PH
=7
80

34

締付ハンドル

枠外寸=1210

110床ピット =1270173

正 面 図 　 S = 1 / 2 0

GL+1500
設計水位

枠
高
=7
70

防
水
高
=7
50

20

GL+750
設置レベル

30
10

床
ピ
ッ
ト
=4
0

30 30

断 面 図 　 S = 1 / 2 0

水圧

GL+1500
設計水位

GL+750
設置レベル

10
30

床
ピ
ッ
ト
=4
0

防
水
高
=7
50

20

枠
高
=7
70

防水板枠芯15

35

脱着式防水板形式

枠：ステンレス、　パネル：アルミ

SUS304-HL

締付ハンドルに依る締め付け

1100 mm

750 mm

なし

0.02ｍ3／ｈ／ｍ2（工場出荷時）

収納場所に格納

寸法・重量表

W1134×H780×D62　　 約17kg

数量

1枚パネル

No.5

No.6

主要材質

床レール

締付方式

防水幅

防水高

排水

漏水量

収納

建築有効 W

840

800機械室6

機械室5

部屋名

1/20

現状図 改修図

●図面番号
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●図面名

●図面番号

●縮尺
一級建築士大臣登録　第90948号　鎌田　好康

創 和 建 築 設 計
一 級 建 築 士 事 務 所

徳島市国府町花園76-3

Tel：088-642-5062

Fax：088-642-4257

●工事名

徳島県知事登録　　　第61073号　　　　　　

徳 島 県 企 業 局

現状図 改修図

2枚

数量

1/20

1510

61
0

30
0

18
10

165 1185 160

16
5

14
80

16
5

285

GL±0

新設躯体 新設躯体

解体後移設

50
5
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50

（
52
0）

GL±0

新設躯体

解体後移設

（
52
0）

50
5

1810

165 1480

10
50

（
52
0）

取手

160165 PW=1079

168

PH
=4
65

PH
=4
65

1510

165

70

建築有効=1185 160

防水幅=1045 70

80
枠
高
=9
60

防
水
高
=9
00

165

10
50

ポンプ

ポンプ

防水板詳細図３（ポンプ）

新設躯体（ 別図参照）

（ 別図参照）

（ 別図参照）

（ 別図参照） （ 別図参照）

（ 別図参照）

1601185165
1510

10
0

50
32
.5

32
.5

50

防水板枠芯

平 面 図 　 S = 1 / 2 0

建築有効=1185
1510

70 防水幅=1045 70

締付ハンドル

枠
高
=9
60

防
水
高
=9
00

10
50

60

10

GL+1500
設計水位

50

80

30

GL+520

設置レベル
GL+600

17 17

34

防水板枠芯

82. 5

82. 5 82. 5

50
30

GL+520
GL+600

設置レベル

設計水位
GL+1500

60

10

正 面 図 　 S = 1 / 2 0 断 面 図 　 S = 1 / 2 0

水圧

水圧

82
.5

脱着式防水板（常時設置）

仕様

形式

主要材質 枠：ステンレス、　パネル：アルミ

なし

締付ハンドルに依る締め付け

1045 ｍｍ

900 ｍｍ

なし

0.02ｍ3／ｈ／ｍ2（工場出荷時）

床枠カバー

締付方式

防水幅

防水高

排水

漏水量

寸法・重量表

パネル W1079×H465×D62　　 約12kg

平 面 図 　 S = 1 / 2 0

正 面 図 　 S = 1 / 2 0 断 面 図 　 S = 1 / 2 0
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●図面名

●図面番号

●縮尺
一級建築士大臣登録　第90948号　鎌田　好康

創 和 建 築 設 計
一 級 建 築 士 事 務 所

徳島市国府町花園76-3

Tel：088-642-5062

Fax：088-642-4257

●工事名

徳島県知事登録　　　第61073号　　　　　　

徳 島 県 企 業 局

防水板枠芯

パッキン
ネオプレンスポンジゴム

枠
SUS304-HL

シーリング
（ 建築工事）

取手

締付ハンドル

15

枠
高

=7
70

防
水

高
=7

50
20

130

30
10

床
ピ

ッ
ト

=4
0

1/4防水板詳細図４（各平面詳細図・断面詳細図）

取付金物
SUS304

建築有効=W

77. 5 防水幅=1645 50

17

PD
=6

2

27. 5

ネオプレンスポンジゴム
パッキン

SUS304
取付金物

M8 SUS304
金属拡張アンカー

シーリング

平 面 詳 細 図 （ 通 常 時 ） 　 S=1 / 4

【No.1～4】

平 面 詳 細 図 （ 設 置 時 ） 　 S=1 / 4

【No.1～4】

床ピット ラインを示す

床
ピ

ッ
ト

=1
60

30
10

0
30

50
50

枠： SUS304-HL

防水板枠芯

枠外寸=1745

床ピット =W

（ 27. 5）（ 27. 5）

PW=1679

締付ハンドル
水圧
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30

床
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ッ
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95

11
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パッキン
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55 55
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SUS304
角パイプ

シーリング

50
95

（
35

）
14

5
30

床
ピ

ッ
ト
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10

枠： SUS304-HL

平 面 詳 細 図 （ 通 常 時 ） 　 S=1 /4

【No.5,6】

平 面 詳 細 図 （ 設 置 時 ） S= 1 / 4

【No.5,6】

（ 30）建築有効=W（ 83） 27148（ 97）25

床ピット =1270

30枠外寸=121030

締付ハンドル
水圧

床ピット ラインを示す金属拡張アンカー
M8　SUS304

SUS304
取付金物

シーリング

 M8 SUS304
金属拡張アンカー

ネオプレンスポンジゴム
パッキン

枠： SUS304-HL
70

20 50

平 面 詳 細 図 （ 設 置 時 ） 　 S=1 / 4

【No.7】
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枠
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床
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防水板枠芯

設計水位
GL+1500

枠： SUS304-HL

水圧

ネオプレンスポンジゴム
パッキン

GL+900
設置レベル

SUS304
溶接アンカー

埋戻し

床ピット =160

30 100 30

50 50

床ピット =210

35 145 30

50 95

埋戻し

SUS304
溶接アンカー

設計水位
GL+1500

設置レベル
GL+900

パッキン
ネオプレンスポンジゴム

枠
SUS304-HL

ライナー

水抜き穴
2箇所

32. 5 100 32. 5
50 50
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枠

高
=96

0
60

防
水

高
=90

0
50

30

82. 5

PD=62

シーリング

締付ハンドル

165
82. 5 82. 5

溶接下地 SUS304

SUS304
パネル受けブロック

溶接アンカー
SUS304

GL+600
設置レベル

設計水位
GL+1500

防水板枠芯
天蓋

SUS304-HL

水圧
PD=62

水圧

断 面 詳 細 図 　 S = 1 / 4

【No.7】

断 面 詳 細 図 S = 1 / 4

【No.5,6】

断 面 詳 細 図 　 S = 1 / 4

【No.1～4】
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●図面名

●図面番号

●縮尺
一級建築士大臣登録　第90948号　鎌田　好康

創 和 建 築 設 計
一 級 建 築 士 事 務 所

徳島市国府町花園76-3

Tel：088-642-5062

Fax：088-642-4257

●工事名

徳島県知事登録　　　第61073号　　　　　　

徳 島 県 企 業 局

No. 1 No. 1
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0

10
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0
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9
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9

150700 489. 5489. 5

60. 5
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0
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700

No. 6

No. 6 12
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9

10
09
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12
0
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9

10
09

317500317

233

500

No. 1

460520

11
8

180
2014020

15
0

70
0

700

No. 6

11
8

50
0

500

機械室1
233

317500317

20
180
140 20

700 489. 5489. 5

60. 5

平 面 図 　 S ＝ 1 / 2 0

正 面 図 　 S ＝ 1 / 2 0 断 面 図 　 S = 1 / 2 0

460180320
140

180
14020 20 20 20

平 面 図 　 S = 1 / 2 0

正 面 図 　 S = 1 / 2 0 断 面 図 　 S = 1 / 2 0

防水板詳細図５（外部・内部収納）

外部収納 内部収納

PW=1134

収納金具 SUS304

収納金具 SUS304

PW=1134 収納金具 SUS304

PH
=7

80

PH
=7

80

PW=1134

PH
=7

80

収納金具 SUS304

収納金具 SUS304

収納金具 SUS304PW=1679

PW=1678.96

PH
=6

30

PH
=6

30

PH
=6

30

PW=1679

出
入

口

△

出
入

口
△

機械室５・６機械室１～４

※各防水板の収納金物に関しては施工前に取付け壁面の突起物や壁面状況などを確認してから施工すること。
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